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す PGTに含まれる香気成分の存在状態を分析できる方法の開発を行った。結果、Direct Sample Introduction (DSI)
‐GC/MS 分析法を用いて、シソ科ハーブに存在する楯状腺毛 1 つ(PGT)に蓄積されている精油を、特別な抽出操作を
行わずに高感度に分析することが可能となった。この手法は、100μm のレベルで、精油を蓄積する PGT が存在する
部分とそれ以外の部分を識別できた。定量性についても、limonene, perillaldehyde, 1,8-cineole, linalool, 
eugenol, l-carvone の 6つの香気成分について、10 ～ 1000 ngの範囲で、0.99以上の相関係数が得られた。マク
ロ（植物体）からミクロ（香気成分）へ、それぞれを関連付けながら解析する本法は、ミクロな視点での香気成分
の存在状態の分析が可能なだけではなく、組織構造の観察データと香気成分の存在を関連付けることができ、シソ
科ハーブ香気の品質評価を行う上で有効な解析手法である。 
